
し、これまでの結果から考えられる機能代償機構を説明してみる。

まず、健常な状態では一次運動野（M1）から上肢筋運動ニューロンへ

の直接経路や一部 C3-C4PNを介する間接経路などがはたらいて運動を

遂行している。しかし、PNの経路には抑制機構もはたらいている。ま

た、小児ではしばしば鏡像運動が観察されるが発達過程で消失すること

などから、同側の一次運動野からの間接的な経路も想定されるが、この

経路は通常は抑制されていると考えられる。ところが、一次運動野から

MNへの直接経路が遮断されるとまずは抑制を減弱させ、PNを介する

経路を最大限活用する、ないしは同側の一次運動野からの経路などの助

けも借りて運動を遂行しようとする。それで次第に機能回復が図られる

が、このように同側の経路をいつまでも使い続けることは鏡像運動も伴

ったりするので必ずしもよいことではない。したがって、回復過程が安

定し、神経回路が可塑性などで再編されて同側の一次運動野の活動領域

の拡大、あるいは運動前野を使う回路が再編されてくると、今度はそち

らにより強く依存するようになり、同側一次運動野は再び使用されなく

なる、ということであろうか。このような説明であれば、たとえば同側

の一次運動野が活動している患者では機能回復が遅いということも、症
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図7 機能代償過程での神経回路の再編成



状が重篤であるゆえに神経回路の可塑性によって図7の回復初期から安

定期になかなか移行できないために同側一次運動野による制御をいつま

でも続けている、ということで説明できるかもしれない。

このようにして特定の神経回路を損傷し、残存する神経回路の再編を

さまざまな手法で観察することによって、中枢神経回路の損傷後の機能

回復過程に関する一般的な法則性を描き出せる可能性がでてきた。今後

は、電気生理学的に神経回路の再編をより詳細に評価する方法と、一方

でマイクロアレイなどを用いた遺伝子発現の網羅的検索法などを組合わ

せて、より統合的な理解を目指す研究を発展させていきたいと考えてい

る。
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